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あらまし 選択インタフェースには一見公平であるように見えて，実際には表示スタイルや表示タイミングの違いに
よってユーザの選択を誘導するダークパターンが存在する．ここで，Web上でネットワーク帯域に比べファイルサイ
ズの大きな画像を表示するとき，画像が上から段階的に表示される形式（段階的表示）と画像全体が最初から表示さ
れ，時間経過とともに解像度が高くなる形式（漸次的表示）が存在する．我々はこれまで，これらの表示形式のうち
前者に着目し，複数の画像を一度に表示する場合に画像の表示速度が異なることによる選択誘導効果について検証し
た結果，段階的表示の速度が速い選択肢ほど選択される傾向が明らかになった．本稿では，もう一方の表示形式であ
る画像の解像度における漸次的表示に着目し，その選択誘導効果を検証した．実験の結果，前回の段階的表示と同様
に他の選択肢より速く鮮明に表示される選択肢は選ばれやすいことが明らかになった．
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1. は じ め に
Webサイトやスマートフォンのアプリケーションなどにおい
て，ユーザの意図しない行動を引き起こすダークパターン [1]
が問題になっている．ダークパターンには特定の項目に色や枠
を付けて目立たせることでユーザの注意を引き，ユーザの選択
を誘導したり，意図的に分かりづらい説明文やインタフェース
を用いてユーザの判断や行動を妨げたりするデザインが存在す
る．こうしたダークパターンは，ユーザに本来望んでいない購
入や登録を行わせるなど，経済的・心理的な不利益をもたらす
可能性がある [2]．このようにダークパターンはユーザにとっ
て有害であるが，誘導の意図が視覚的にわかりやすいダークパ
ターンは，問題があるデザインとして比較的指摘しやすい．
一方，選択を誘導する意図がない公平なデザインに見えて，
実際はユーザの選択を誘導するインタフェースも存在する．例
えば，選択肢に使用する文字フォント [3]や，選択肢を提示す
る画面の前に表示されたプログレスバー [4]が選択を誘導する
可能性が示されている．また，選択肢一覧が表示される状況に
おいて，Web上でよく発生する通信遅延や動作遅延を偽装し，
1つの選択肢のみを意図的に速く表示（先行表示）すると，選
択誘導が起きることも明らかになっている [5]．こうしたイン
タフェースデザインは，視覚的にわかりやすいダークパターン
に比べて，悪意のあるインタフェースかどうかの判断が難し
く，検出が困難である．こうしたものが ECサイトのみならず，
キャラクタの人気投票や世論調査，アンケートなど公平性が求
められる場面に利用されると，ユーザの自由な意思決定を阻害
する要因となりうる．そのため，一見公平なデザインに見える
ものの，実際には選択を誘導する特性を持つインタフェースに
ついて明らかにすることは重要である．

(a)段階的表示

(b)解像度変化による表示
図 1: 画像の表示形式

我々はこれまでの研究において，こうした特性を持つものと
して画像の表示形式に着目し，図 1にあるような 2つの表示形
式のうち図 1(a)のような段階的表示（JPEG画像におけるベー
スライン形式，PNG画像における非インタレース形式．画像が
上から順に提示され，完全に表示されるまで徐々に表示面積が
増え，情報が増加するもの）における表示速度の違いがユーザ
の選択を誘導するかどうかについて調査を行ってきた [6]．実
験の結果，他の選択肢よりも速く表示される選択肢が選ばれや
すいことが明らかになった．しかし前述のように画像の表示形
式には 2種類存在しており，図 1(b)にあるような画像の解像度
変化における表示形式（JPEG画像におけるプログレッシブ形
式，PNG画像におけるインタレース形式．画像が低解像度（荒
い状態）から高解像度（明瞭な状態）へと徐々に鮮明になるも
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の）における影響は明らかになっていない．
解像度変化を用いた手法は，前回の実験 [6]で使用した段階
的表示とは異なり，画像の表示方法そのものが質的に変化する
点に特徴がある．すなわち，段階的表示では画像の情報量が上
から下へ増加するが，解像度変化では画像全体の鮮明さが均一
に変化する．このような表示方法の違いは，ユーザが画像の内
容を把握するプロセスに影響を与え，結果として選択行動にも
差をもたらす可能性がある．
そこで本稿は，画像の表示形式のうち，画像全体が最初から
表示され，時間の経過とともに解像度が徐々に高くなる形式に
着目し，解像度の異なるピクセルを段階的に細分化しながら
表示を鮮明にしていく pixel手法と画像全体をぼかした状態か
ら徐々にぼかしを取り除き，鮮明にしていく blur 手法につい
て（図 2），表示速度の違いがユーザの選択行動に与える影響を
実験により検証する．実験は我々が開発した Webシステムと
Yahoo!クラウドソーシング（注1）を利用して大規模に行い，結果
を分析することで画像選択肢の解像度変化における表示形式と
その速度が選択行動に及ぼす影響を調査する．

2. 関 連 研 究
2. 1 ダークパターン
ダークパターンは E コマースサイト [7] [8] や SNS [9] など
様々なサービスで使用されており，オンラインサービスの人気
度とダークパターンの使用には相関があることがわかってい
る [10]．ダークパターンは実際にユーザの行動を誘導すること
が確認されており [11]，ユーザはダークパターンに遭遇すると
苛立ちを感じるものの [12]，多くのユーザはダークパターンの
存在に気づかず [13]，もし存在を認識していたとしても行動が誘
導されることが明らかになっている [14]．そのため，ダークパ
ターンの検出 [15] [16]や，ダークパターンへの対抗策 [17] [18]
に関する研究も行われている．
従来のダークパターンに関する研究の多くは，悪意のあるデ
ザインであることが比較的わかりやすい静的なインタフェース
を対象としており，動的なインタフェースについての研究は少
ない．ダークパターンの中には動的なものもあるが，それらを
検出・識別する手法や実証的な検討は十分に行われていない．
そのため，本来なら公平であるべき動的なデザインであって
も，気づかないうちに選択誘導が発生する可能性があり，その
実態や影響について調査する必要がある．我々はこうした観点
から，特に通信やシステムの特性を利用して表示が動的に変化
する画像の解像度変化による表示に着目し，選択誘導の可能性
を検証する．

2. 2 選択肢の位置や表示方法による影響
選択肢の位置によって選ばれやすさが異なることが分かって
おり，テーブル上で横に並んだ 4つの同一商品から 1つを選ぶ
実験では，選択率が左から順に 12%，17%，31%，40%となる
など右側バイアスが存在することが明らかになっている [19]．
また，Web上で 3つの選択肢から 1つを選ぶ実験において，PC

（注1）：https://crowdsourcing.yahoo.co.jp

では中央の選択肢が，モバイル端末では右側の選択肢が選ばれ
やすいことが示されている [20]．
人の視覚特性にはポップアウトと呼ばれるものがあり，複数

の同じ視覚刺激群の中に 1 つだけ異なる視覚刺激が存在する
と，人はその刺激を即座に知覚できる．このポップアウトを意
識的に無視することはできないことや [21]，ポップアウトされ
た選択肢は選ばれやすいことが明らかになっており [22]，選択
肢提示にポップアウトを利用することで，選択誘導が生じる可
能性が示唆されている．
以上のように，選択肢の表示位置やポップアウトは，人の選

択行動に影響を与えることがわかる．今回の表示形式で 1つだ
け速く表示するということもポップアウトの一種であると考え
られる．本稿は意図的な画像選択肢の解像度変化が選択行動に
及ぼす影響と，表示位置による影響の変化について，実験によ
り明らかにするものである．

3. 実 験
3. 1 実 験 概 要
本稿では，画像の解像度変化がユーザの選択行動に与える影

響を調査することを目的として，下記のように仮説を 3つ設定
し，blur手法と pixel手法，2つの解像度変化表示方法を用いた
実験を実施した．

H1: 画像選択肢の表示速度が速い選択肢は，手法問わず選ば
れやすい

H2: blur手法では画像に写る物体の概形を pixel手法よりも
捉えやすく，pixel手法よりも選択時間が短い

H3: blur手法の方が pixel手法に比べ選択時間が短い場合，よ
り直感的に選んでいると考え，先行表示した選択肢の選択率は
pixel手法より blur手法の方が高い
画像選択肢の解像度変化における誘導効果を検証するため，

クラウドソーシングを利用して実験参加者を募集し，簡単な質
問に対して選択肢の中から回答を選ぶ実験をWeb上で行う．

3. 2 質問と選択肢の選定
実験は，提示される質問に対してもっとも相応しいと思う選

択肢を画像選択肢の中から 1つ選ぶ，択一質問形式とした．具
体的には，「表示される人物の内，将棋が強そうな人はどれです
か？」や，「一番売れると思うオレンジの宣材写真を 1つ選んで
ください」など，その場で自分の好みに合うものを選ぶような
質問を用意した．なお，質問内容と各質問で提示する画像選択
肢の多くは，前回の実験 [6]のものを利用した．ただし，前回
の実験においてすべての選択肢が等しい速度で表示される条件
での選択率に偏りが著しく見られ分析から除外した 3つの質問
に関しては，今回の実験では使用せず，その代わりに新たな質
問を作成して，前回の実験と問題数を統一した．実験で使用す
るすべての画像選択肢は，画像生成 AIの DALL-Eを用いて生
成した．
画像選択肢の解像度変化による誘導効果を検証するため，実

験では 15の質問を用意した．また，クラウドソーシングを利
用した実験では不真面目な実験参加者が存在し，実験結果に影
響を与える可能性があるため，不真面目な実験参加者を検出す
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図 2: 解像度変化として用意した 2種類の手法．本稿では，上を pixel手法，下を blur手法と呼ぶ．

るために，注意力をチェックする質問（ダミー質問）を 5問用
意した．ダミー質問には「写っている人数が一番多い写真を選
んでください」や，「3階建ての家を選んでください」など，[23]
を参考に，質問文を読めば容易に正解を判断できる質問を用意
した．

3. 3 解像度変化の条件と実験設計
本実験では，2種類の解像度変化手法（blur手法および pixel
手法）を用いて画像選択肢を表示する．blur手法は CSSの filter
プロパティを用いて画像全体にかけられたぼかしを徐々に除去
することで鮮明化を実現する．最初は 20pxのぼかしがかかっ
ており，条件の時間に合わせて 5段階で鮮明になるように設定
した．これに対して，pixel手法は HTMLの Canvas要素を利用
して，一度画像を縮小してから再び拡大する処理により段階的
に画像のピクセルを細かくしていき鮮明にするよう実装した．
最初は粗いピクセル（例：20px相当）で表示し，一定間隔でピ
クセルサイズを縮小することで 5段階でモザイクを解除するよ
うに実装した．
実験では 4択の画像選択肢が同時に表示され，画像が徐々に
鮮明になる過程で，画像選択肢のうち 1つの表示速度を他より
速く設定する条件（先行条件），他より遅く設定する条件（遅延
条件），すべて同じ速度で設定する条件（等速条件）を用意し
た．blur手法ではぼかした画像が徐々に鮮明になるように表示
し，pixel手法ではピクセルの細分化が段階的に進んで鮮明さが
増していく表示とした．

blur手法と pixel手法の両方において，画像が完全に鮮明に
なるまでの表示時間は
等速条件： 4枚すべて 0.5秒または 2.0秒で表示
先行条件： 1枚は 0.5秒，3枚が 2.0秒で表示
遅延条件： 3枚が 0.5秒，1枚は 2.0秒で表示
の 3条件を用意した．以下，等速条件についてその速度を区別
しつつ言及する場合は，4枚すべてを 0.5秒で表示する条件を
「等速・速」，4枚すべてを 2.0秒で表示する条件を「等速・遅」

表 1: 各実験参加者への表示条件と問題数
先行条件 遅延条件 等速条件

誘導効果を検証する質問 5問 5問 5問
ダミー質問 － － 5問

と表記する．
実験参加者は，実験サイトにアクセスした際に blur手法また

は pixel手法のいずれか一方にランダムに割り当てられるよう
に設定した．各設問では，4枚の画像が一斉に表示され始め，そ
の後条件に応じた速度で解像度が変化しているように見えるよ
うにした．画像の解像度は，一定間隔で徐々に変化するように
設定し，最終的には元の画像の解像度になるまでの過程を滑ら
かに表示した．ここでは，画像選択肢の解像度変化に対して違
和感を与えないようにするため，誘導効果を検証する質問とダ
ミー質問の両方の選択肢に解像度変化を行うものとした．誘導
効果の検証に用いるのは先行条件と遅延条件の質問であるが，
意図的に解像度変化を行っていることを実験参加者に気づかれ
る可能性を考慮し，すべての画像が同じ速度で表示される等速
条件も用意している．なお，画像選択肢が完全に鮮明になるの
にかかる時間として 0.5秒，2.0秒と設定した理由は，前回の実
験と条件を揃えるためである．
実験では表 1に示すように，誘導効果を検証する 15問の内，

先行条件と遅延条件，等速条件それぞれを 5問ずつで表示する
ようにした．先行条件と遅延条件において，速度を変化させる
1枚は 4枚の画像選択肢の中からランダムで選ばれるようにし
た．なお，ダミー質問に関しては，5問すべてを等速条件で表
示するようにした．また，選択肢の位置や質問順による選択率
の偏りを防止するため，質問の提示順と選択肢の表示位置は実
験参加者ごとに異なるようランダムに決定した．

3. 4 システム概要と実験手順
実験では，まず PCで回答可能な実験参加者に Yahoo!クラウ

ドソーシングのページに提示される実験用 URLより実験シス
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(a)質問文提示画面 (b)選択肢提示画面
図 3: 実験ページ

テムのページにアクセスしてもらう．ここで，本実験ではそれ
ぞれの参加者の PC上で実験を行うため，画面サイズの違いに
よって表示される画像選択肢の大きさが異なり，実験結果に影
響を及ぼす可能性がある．そのため本実験では，三山ら [24]が
実装したWeb実験用環境統制システムを用いて，ブラウザのウ
インドウサイズと画像選択肢の大きさを統制して実験を行うこ
ととした．具体的には，実験開始前に実物のクレジットカード
と画面上のカード画像の大きさを一致させることで，ディスプ
レイの画素密度を計算し，画像選択肢が参加者ごとに一定の視
覚サイズで表示されるよう刺激サイズを統制した [25]．この作
業を 2回行った後，実験説明ページに遷移し Chrome，Safari，
Firefoxのいずれかのブラウザを使うこと，戻るボタンやリロー
ドボタンを押さないことなどの実験の流れや注意事項を確認し
てもらった．なお，実験環境は PCに限定し，スマートフォン
などでは行えないようにした．
実験参加者が注意事項や実験の流れを確認し実験を開始する
と，図 3(a)のような質問文が表示され，その下に設置してある
「選ぶ」ボタンを押すと，図 3(b)のように選択肢が表示される．
実験参加者は，質問に対する回答を 4つの選択肢の中から 1つ
選び，計 20問（誘導効果を検証する 15問とダミー質問 5問）
に対して回答する．ここで「選ぶ」ボタンの位置が選択を誘導
する可能性がある [5]ため，「選ぶ」ボタンは 4択の画像の間に
提示することとした．
実験参加者がすべての質問に回答すると，実験の終了を知ら
せるページへと遷移し，そのページに表示されている実験の共
通コードと自身の IDを Yahoo!クラウドソーシングのページに
戻って入力してもらう．ここでは，各試行においてその実験参
加者 ID・性別・年代・現在の試行数・質問文を読んでいた時間・
手法・速度条件・選択時間・質問内容・各選択肢の表示位置・
実験参加者が選んだ選択肢・表示速度を変えた選択肢の位置な
どを記録した．実験システムは JavaScriptのフレームワークで
ある Vue.jsと PHPを使用して実装した．

4. 結果と考察
4. 1 データの事前処理
Yahoo!クラウドソーシングを利用し，これまでの実験で不真
面目な回答を行った 1,250名を事前に回答不可リストに登録し
たうえで，1,000名（男性 500名，女性 500名）を上限に実験
協力を依頼した．実験時間はおよそ 3 分程度で，報酬は 1 人
約 40円程度であった．クラウドソーシング上で実施する実験
では，不真面目な回答者が存在することが知られているため，
[26]を参考に実験開始前に行った画面サイズ調整タスクにおい

表 2: 除外後の分析対象となった条件別のデータ数
先行条件 遅延条件 等速・速 等速・遅

blur手法 1,235 1,235 630 605
pixel手法 1,390 1,390 697 693

表 3: 先行表示した選択肢の選択率（%）
blur手法 pixel手法 全体

選択率 28.34 27.99 28.15

て，1回目と 2回目の調整結果がどちらも 200px以上 500px未
満かつ調整誤差が 50px未満の参加者を分析対象とし，注意力
をチェックするためのダミー質問で 1問でも誤答した参加者，
同じ位置を 10回連続選択した参加者を除外した．また， [27]
を参考に各ユーザの平均選択時間から外れ値を設定し，誘導効
果を検証する質問において平均選択時間が極端に短いまたは長
い参加者，またクラウドソーシング上の指示に従っていない参
加者を分析対象から除外した．その結果，475 名が除外され，
525名（男性 259名，女性 266名）が分析対象となった．分析
対象とした選択試行の数は，表 2のようになった．

4. 2 選 択 率
仮説 1を検証するため，blur手法と pixel手法を合わせた全

データにおいて，先行表示した選択肢の位置に関わらず，先行
条件全体で先行表示した選択肢が選ばれた割合を分析した．な
お，𝑛回の 4択の試行において特定の選択肢の選択率が 𝑎%以
上になる確率は二項分布を用いて次のように計算できるため，
これを用いて選択が誘導されているかを判断する．

𝑃(𝑋 ≥ 𝑘) = 1 −
𝑘−1∑
𝑖=0

𝑛!
𝑖!(𝑛 − 𝑖)!

(
1
4

) 𝑖 (
1 − 1

4

)𝑛−𝑖
ただし，𝑘 =

⌊ 𝑎 × 𝑛

100

⌋ (1)

分析の結果，表 3にあるように，先行条件（𝑛 = 2, 625）では
先行表示した選択肢が選ばれた割合は 28.15%と期待値の 25%
を上回った．式 (1)より先行選択肢の選択率が 28.15%以上に
なる確率は約 0.01%となり，非常に低い確率であることがわか
る．このことから，「画像選択肢の表示速度が速い選択肢は，手
法問わず選ばれやすい」という仮説 1については，仮説通りの
結果となり，先行表示が実験参加者の選択行動を誘導したと考
えられる．この結果となった理由の 1つとして，初頭効果の影
響が考えられる．初頭効果とは，最初に目についたものが強く
印象に残るというもので，本実験のような視覚的調査で生じや
すいことが報告されている [28]．前回の実験においても，同様
に先行表示した選択肢の選択率は高くなった [6]ため，画像の
表示形式によらず択一形式の選択インタフェースではユーザが
初頭効果の影響を受け，先行表示した選択肢を選びやすいと考
えられる．
手法ごとに分析をした結果，blur手法での先行条件（𝑛 = 1, 235）

では，先行表示した選択肢が選ばれた割合が 28.34%と期待値を
約 3%ほど上回った．式 (1)より先行選択肢の選択率が 28.34%
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(d)先行条件（pixel手法）
図 4: 等速・先行（blur手法と pixel手法）条件における位置ごとの選択率．2行 2列に配置されたグラフは実験中に表
示される選択肢の位置を示している．また，図中の点線は期待値（4択の選択肢における各選択肢が選ばれる期待値の
25%）を示している．

になる確率は約 0.41%となり，非常に低い数字であることがわ
かる．同様に pixel手法での先行条件（𝑛 = 1, 390）では，先行
選択肢が選ばれた割合が 27.99%であった．式 (1)より，4択か
ら 1 つを選ぶ試行（𝑛 = 1, 390）で，特定の選択肢の選択率が
27.99%以上となる確率は約 0.50%であるため，こちらも発生
確率が非常に低いことがわかる．

blur手法と pixel手法で差が見られなかった要因としては，画
像選択肢の解像度における細かな差異（ぼかしとピクセル化の
違い）が，参加者が選択を判断する際の決定的な要因とはなり
得なかった可能性が高い．どちらの手法においても画像の概形
が比較的早く把握できるため，詳細な鮮明化プロセスの違いは
参加者の選択基準として強く影響しなかったと考えられる．

4. 3 選択位置と選択率
等速，先行の 2条件における位置ごとの選択率を図 4に示す．
等速条件では，右上の選択率が期待値より約 1.0% ほど低く，
左下の選択率が期待値より約 1.6%ほど高かった．また，左上
と右下の選択率はどちらも期待値程度であった．図 4の (b)は，
blur手法と pixel手法を合わせた先行条件における全データに
ついて，各位置で先行表示を行ったときにその位置が選ばれた
割合を示す．例えば，(b)の先行表示において，左上の 29.47%
は，左上の選択肢を先行表示したときに，左上の画像選択肢が
選ばれた割合を示している．先行条件については，右下以外の
3か所において期待値よりも 3.82%以上高い結果であったが，
右下に関しては先行表示されたとしても期待値程度の選択率と
なることが分かった．図 4の (c)と (d)は，先行条件における
手法別の位置ごとの選択率を示している．(c)の blur手法では，
4 ヵ所どの位置でも期待値を超えていることがわかる．(d) の
pixel手法では，右下以外の 3つに関しては選択率が約 30%で
ある一方で，右下の選択率が 22.71%と期待値を大きく下回る
結果となった．
先行条件についてはどちらの手法においても，左上の選択率
が高くなり右下の選択率が低くなった．この要因として，人の
視線の動きが関係していると考えられる．人は 2次元に配置さ
れたものを見るとき，アルファベットの Zや Fの向きに視線を
動かすことが知られており，これらの動かし方や画像選択肢の
表示タイミングの噛み合いによって，選択率が変化した可能性

表 4: 各手法・条件における平均選択時間（秒）
先行条件 等速・速 等速・遅 全体

blur手法 6.19 5.19 6.60 5.86
pixel手法 6.78 5.27 7.09 6.32

がある．
4. 4 選択時間と選択率
表 4に，各手法における等速，先行条件と誘導効果を検証す

る 15問全体の平均選択時間を示す．ここで選択時間とは，選
択肢提示画面に遷移した瞬間から選択肢が選ばれるまでの時間
を指す．4枚すべての画像が最も速く鮮明になる等速・速条件
では，両手法ともに選択時間が最短となり，4枚すべての画像
が最も遅く鮮明になる等速・遅条件は両手法ともに選択時間が
最長であった．先行条件では，どちらの手法も 6秒台であり等
速・速条件よりは長く，等速・遅条件よりは短い結果となった．
仮説 2「blur手法では画像に写る物体の概形を pixelよりも捉

えやすく，pixel よりも選択時間が短い」に対して，表 4 の全
体の結果より，blur手法の平均選択時間が pixel手法よりも短
く，仮説通りの傾向が確認された．また，blur手法と pixel手
法における平均選択時間の差について，正規性が棄却されたた
め，ノンパラメトリック検定であるMann–Whitneyの U検定を
行った結果，𝑈 = 30158，𝑝 = .016と，有意な差が認められた
（p < .05）．
仮説 3「blur 手法の方が pixel 手法に比べ選択時間が短い場

合，より直感的に選んでいると考え，先行表示した選択肢の選
択率は pixel手法より blur手法の方が高い」に対して，両手法の
先行条件における選択率を比較すると，blur手法の先行条件で
は先行表示した画像が選ばれた割合が 28.34%であったのに対
し，pixel手法では 27.99%であった．選択率の差はわずかだっ
たが，表 4から blur手法のほうが選択時間が短く，仮説 3の傾
向が示唆された．この blur手法と pixel手法の先行条件におけ
る選択率の差について，2つの独立した比率の z検定を行った
結果，𝑧 = .202，𝑝 = .840となり，統計的に有意な差は認められ
なかった（p > .05）．以上のことから，仮説 3は傾向として示
されたが，blur手法と pixel手法間の差は統計的に有意とは言
えず，仮説を支持する結果にはならなかった．
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pixel 手法より blur 手法のほうが平均選択時間が短いのは，
blur手法のほうが画像選択肢の概形を pixel手法よりも捉えや
すいからであると考えられる．本実験で使用した質問にはオレ
ンジやダイヤモンド，ドアなど中央に物体がメインで写る選択
肢が多く，pixel手法より blur手法のほうがユーザにとってその
概形を認識しやすく，4つの選択肢を見比べる時間が短くなっ
たと推測できる．

5. ま と め
本稿では，自然なインタフェースであるように振舞いながら
ユーザの選択を誘導するダークパターンを明らかにするため，
通信遅延などによって生じる画像の漸次的表示に着目し，その
表示形式や速度がユーザの選択を誘導するかどうかについて検
証した．我々は，実験に際し 3 つの仮説を用意し，クラウド
ソーシングを利用して実験を行った．実験の結果，他の画像選
択肢より画像が鮮明になる速度が速い先行表示した選択肢が選
ばれやすく，pixel手法より blur手法のほうが平均選択時間が
短くなることもわかった．また，今回我々が用意した blur手法
と pixel手法の両方において，選択誘導効果は位置によって変
化する可能性が示された．このような誘導効果の変化には，人
の視線の動きが関係していると考えられる．画像が表示される
際の速度がユーザの選択に影響を及ぼすことから，ユーザイン
タフェースの設計において表示形式や表示速度がユーザの選択
行動に与える影響を十分に理解し，その影響が適切に活用され
るように慎重な設計が求められる．
今後はアイトラッカーを用いた対面実験を実施し，実験参加
者の視線の動きを取得して分析することで，位置や選択時間に
よって誘導効果が変化する理由を明らかにする．また，本稿で
は画像の漸次的表示の形式と速度に着目して選択誘導効果を検
証したが，今後は，漸次的表示の速度においてより選択されや
すい速度や，pixel手法と blur手法の混合，前回の実験で行った
段階的表示とのミックスなど，より現実での選択インタフェー
スに近づけた環境での誘導効果を検証する予定である．
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